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＜連絡事項＞
・4/16付けの人事発令に伴い、ＷＩＺの配属先の設定変更を下記の時間で行います。

この間はワークフロー等の申請は行わないようにしてください。
■ＷＩＺ設定変更時間：2020年4月15日（水）14：00-17：00
＜患者様連絡事項＞
・奥瀬　一彦様～療養環境変更目的にて南病棟へ転出となる。
・和田 昌様～主治医へ食事形態をお粥の大盛り希望するが、同条件にすると
補食がなくなる事を説明すると、現状の希望聞かれている。
・高橋　登様～昨日準夜帯にて意識レベルの低下あり、脱水の疑いにて補液処方されている。朝食はむせ込みあった為数口のみ。経過について主治医へ報告し朝食後薬は無理しなくても良いと指示あり。脱水傾向の為点滴2日分処方。食事形態粥・キザミ、汁トロミに変更している。

・見付　龍矢様～母様より本人落ち着いてるのであれば4/9退院で進めたいとの事。退院前に保健所面談を組みたいとの事。
・助川　節子様～田中Ｄｒ診察し点滴同内容にて6日分処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。容姿やアニメの話しかけ目立たず、苛々感や幻視等の訴えなし。他者トラブルもない。対面時穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。やや表情の冴えなさあるが、接遇は保たれている。ニヤツキや奇異行動、他者トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・田中　稔美様～帰宅要求は過度とならないが、私物の確認行為やホール内の徘徊見られている。対面時穏やか。内服スムーズ。他者トラブルなし。
・若松　澄子様～深夜帯、勤務交代間際に便の異食行為見られ、背部叩打法・ハイムリック法、吸引試行し血液・便混じりの吐しゃ物を中等量嘔吐。吸引後、酸素飽和度90％以上へ回復。当直医深澤Ｄｒへ上記異食行為発見についての状態報告・指示受け行い、以後の異食行為に注意し、経過観察の指示受けていた。以後は車椅子上で過ごし、再度の嘔吐や嘔気、バイタル異常はない。朝食介助にて全量摂取。むせ込み、嘔吐、嘔気なし。バイタル異常もないが活気なく車椅子上で過ごす。自操や危険行為はない。本日午後2時50分に心肺停止状態でいる所を発見。その後直ちに心肺蘇生を行い、ラインキープし強心剤の投与を行ったが自発呼吸や心拍戻らず。午後3時34分に死亡確認。








・川村 みせ様～12：02東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。バイタル異常なし。昼食自力全量摂取。むせ込みなし。帰宅要求や不穏さはない。
・高橋　登様～血圧高値みられている。不調の訴えはない。声掛けに発語は無いが頷き等で反応見られている。食事は朝食数口だが昼は全量摂取出来ている。
・助川　節子様～拡張期血圧高値見られている。ＨＲ90～150台で経過。他バイタルサイン異常無し。マスク外しあり介入している。排便続いており肛門部周辺にただれありアズノール塗布している。
＜深澤Ｄｒ診察＞
・飯岡　裕子様～クエン酸第一鉄Ｎａ錠処方切れの為14日分処方となる。
・飯田　修子様～同内容で7日分処方となる。
・斉藤　志郎様～特変無し。
・若松　澄子様～本日午後2時50分に心肺停止状態でいる所を発見。その後直ちに心肺蘇生を行い、ラインキープし強心剤の投与を行ったが自発呼吸や心拍戻らず。午後3時34分に死亡確認、当院退院となる。
＜新入院患者様情報＞
・日　　時：4月1日　12:02

　氏　　名：川村　みせ（かわむら　みせ）様

　生年月日：昭和5年4月23日　89歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　主治医　：金Dr（サポート医：深澤Dr）

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　現在、施設へ入所中。スタッフ、ケアマネとともに来院。7.8年程前より物忘れ,物盗ら
れ妄想がみられるようになり、その数年後に十和田中央メンタルクリニックに受診してい
る。その際処方された薬で症状は改善したが詳細は不明。Ｈ30年7月に食思不振のため十
和田中央病院に入院したが、頻回に帰宅欲求の訴えがみられていた。退院後は南風苑に入
所しあおぞらクリニックへ通院している。糖尿病の既往があり、以前はジプレキサを内服
していたが中止されている。その後、薬物調整にてしばらく安定して生活を遅れていたよ
うだが3月末頃より、不眠、不穏、暴力（ペットボトルをスタッフに投げつける）、自傷
行為（悲観的な訴えをしながら頭を床に打ち付ける）希死的言動（窓から飛び降りようと
する）がみられるようになり当院受診となる。症状改善、薬剤調整目的にて4/1 12：02東
病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
ＣＳセット　Ｂプラン、パンツのみ業者洗濯、売店利用可(1万円/月)
＜新入院患者様情報＞
　日　　時：4月1日　15:00

　氏　　名：山地　広人（やまち　ひろと）様

　生年月日：昭和49年10月17日　45歳

　病　　名：統合失調症

　性　　別：男性

　主治医　：深澤Dr

　入院形態：任意入院

　病　　棟：東病棟Ｄユニット

　

(経過）

　当院1回の入院歴あり。

　自宅にて単身生活中。就労継続支援Ｂ型チョコクッキーを週3回とデイサービスの利用
していた。

　チョコクッキーにて人間関係のストレスや、色々な内容の幻聴が持続しており、食欲や
睡眠も安定していない。

チョコクッキーの利用も減らしたが、生活リズムも不規則であり服薬の効果も曖昧である。
表情も乏しく活気なし。

　症状改善、薬剤調整目的にて4/1 14：30東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。

業者洗濯、売店利用可(上限なし)
